
大学図書館セルフツアーマップ

【 開 館 時 間 】 ９時～２０時（月～土） ※日・祝・年末年始は休館

【貸出について】 ５冊・４週間（延長１回可／学部生・高校生）

【 ３つのお願い 】 (1)館内での水分補給[フタ付きに限る]はＯＫです。食べものは禁止です。

(2)館内では静粛にしてください（参考閲覧室では会話できます）

(3)利用には学生証が必要です（忘れたとき⇒「一日臨時カード」あり）

【図書館入口】

①入館ゲート【学生証が必要です】

【参考閲覧室】 会話ＯＫです

②新聞・週刊誌コーナー

③新着図書コーナー （毎月更新）

④利用者用ＰＣ (12台 ･印刷ＯＫ )

⑤視聴覚ブース （ 50ｲﾝﾁ大型ﾓﾆﾀ）

⑥持ち込み資料用コピー機

⑦学習支援コーナー

⑧資格試験･就職試験コーナー

⑨所蔵資料コピー機（PC印刷）

【第１閲覧室】

↓階段を下りて１階へ

【第２閲覧室】

①雑誌架 （最新年の雑誌）

:バックナンバーは地下書庫内

②ブラウジングコーナー（ソファ）

【第４閲覧室】

③研究個室 （ 4室・学部生以上）

３時間まで ｶｳﾝﾀｰで鍵・貸出

④検定教科書・指導書コーナー

⑤｢桐蔭横浜大学の躍進 !｣ｺｰﾅｰ

：創立以来の本学関係新聞記

事、教員著作、広報誌・紀要等

↓階段を下りてＢ１階へ（裏面）



（２階・１階から続く） 【第３閲覧室】

①新書コーナー（出版社順）

②グループ閲覧室（学部生以上）

③鵜川文庫特別閲覧室（ 〃 ）

３時間まで ｶｳﾝﾀｰで鍵・貸出

② ･③ ：グループで使用できます。

④電動式書架 （外国語図書）

⑤ 〃 （日本語図書）

：少し古い本を収納しています

⑥地下書庫（入口）

：雑誌バックナンバーを収納、

（学部生以上が入庫できます）

⇒ これでツアーは終わりです。

お疲れさまでした !!

●目録検索機（ＯＰＡＣ）で本を探してみましょう。 （ ２階、１階の階段脇に専用端末があります）

①ＯＰＡＣでは書名や著者名から、その本が図書館で所蔵されているかどうか検索できます。

（メモ） ・書 名

・著者名

②検索結果は右の図の

ように表示されます。

⇒配置場所・請求記号をチェックしましょう。

（メモ） ・配置場所 ／ 請求記号

⇒請求記号とは本の背ラベルの番号です。本はすべてこれに従って順番に並んでいます。

← 分類番号（どの分野の本か）

← 著者の頭文字など ※便利なスマホアプリもあります。 富士通㈱提供

← シリーズの何冊目か

③閲覧室に行って本を探してみましょう。本は

棚ごとに左から右へと順番に並んでいます。
[App Store／ iPhone] [Google Play／Android]

●せっかくの機会ですから、本を借りてみましょう。

学部生は最大５冊、４週間まで本を借りることができます（２階カウンターにて手続き）。

時間があれば、視聴覚ブース（参考閲覧室）でのんびりとＤＶＤを視聴してみましょうか。。。
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